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Polygonatum  inflatum Kornarov var. rotundifolium Hatusiclia, var. nov.

マ ルレ ハ"ミ ド リ ヤ ウ"ラ ク(新 購)

葉 は極 め て圓 きを特 徴 とす 。 基本 種 と混生 し稀 な り。

Orchis  cyclochila Maximowicz var. albiflora Hatusima, var. nov.

シ ロ バ ナ カ モ メ ラ ン(新 稠1)

花は純自色にして唇辮 に紫色の斑點 を映 ぐを異黒llとす.天 王峯 の頂上 附近 に得7e

り 。

(五)利 用 上 注 意 す べ き 植 物

Abies koreana  Wilon サ イ シ ウ モ ミ

本演習林海抜1200米 内外の峯筋の森林 に多 く直径30糎 以一Lに達 す るもの稀 に

して20糎 内外 のもの極 めて多 し。 往 々タウシラベご混同せ らるゝも葉 は短か く肥

厚するを以て直 に匝 別することを得。分布は極 めて狡 く慶南(加 智山)、 杢南(徳 裕

山)、 濟州島の羅漢 山に限 らる。本種は 本演習林の 高地 に 於ける 造林樹種 として土

ゾマツと共 に極め て重要 な るものな り。

Picea jezoensis  Carrire エ ゾ マ ツ

本種は前者 と混淆 し蓄積 よりすれば 前者 に劣 るも高地森林 の林地保護上前者 と共

に極め て重要 なる樹種 な り。 本種 も前者 と混淆 し造林す るときは本山彙の1000米

以上 の地域 にて成林の見込あ りと信す。

Pinus koraiensis Siebold テ ウ セ ン マ ツ

海抜1200-1300米 の森林 内に散在 し純林 をなす ことな し。蓄積より すれば極 めて

少きも將來他 の樹種 と混溝 し造林せば或 る程度迄威林 の見込あると信ず。

Acer mandshuricum Maxiinowicz マ ン シ ウ カ ヘ デ

演習林 内に於て イタヤカヘデ と共 に極 めて普通 にして種 々の器具製作用に使用せ



Acer Mono Maximowicz イ タ ヤ カ ヘ デ

カヘデ類 中前者 ご共 に最 も普通なるものにして 器具製作 に使用す る外樹幹 を傷つ

け藥水 を採 るに使用せ らる。

Betula Ermanni  Chamisso エ ゾ ノ ダ ケ カ ン バ

高地森林帯 を形成せ る有用樹種 にして谷間に於 ては樹 高30米 内外 に達す るも峯

筋 にては灌木歌 を呈す るもの多 し。 本種 も前者同様藥水採集 に使用せ らる。

Fraxinus mandshurica Ruprecht ヤ チ ダ 毛'

本種 も谷 間に普 通なる喬木 にして器具其他に使用せ らる。

Quercus mongolica Fischer var. manshurica Nakai

テ ウ セ ン ミ ヅ ナ ラ、 マ ン シ ウ ミヅ ナ ラ

本 種は所 謂テウセ ンミヅナラ帯 を形成せ る樹種 にして蓄積 ようすれば 本演習林内

第一に位 し直径30糎 内外に達す るもの あb。 家具材 として有用なる樹種なり 。

(六)演 習 林 産 植 物 数 の 統 計 並 に

各 演 習 林 産 植 物 数 と の 比 較

a.系 統 分 類 上 の 統 計

今演習林 産植物 の系統的統計を示せぱ次表の如 し。


